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広島市景観形成ガイドライン
（原爆ドームを望む南北軸の眺望景観）
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広島市景観計画（以下「景観計画」という。）は、今後の施策展開の方向性を示した「ビジョン編」と、景観法に
基づく届出制度に係る建築物・工作物及び開発行為等の形態意匠の基準等を示した「推進編」の2編により構成
しています。 

本ガイドラインでは、主に推進編第6章「原爆ドームを望む南北軸線上の眺望景観の保全・形成」の中で示し
た、眺望景観保全の考え方や高さの最高限度の基準と良好な景観の形成のための基準を具体的に解説すること
を目的としています。 

本ガイドライン「第2章4 眺望景観保全・形成の範囲」で示した「原爆ドーム北側眺望景観保全エリア」及び
「阿武山の範囲」において、建築物や工作物等の新築（新設）等を行う場合は、景観計画で定める届出対象行為に
該当するか確認してください。届出対象行為の詳細については「第3章 届出制度について」を参照してくださ
い。

届出対象行為を行う場合は、景観計画に定める地区ごとの景観形成の方針や形態意匠の基準、高さの最高限
度の基準及び良好な景観の形成のための基準に適合する必要があります。

高さの最高限度の基準及び良好な景観の形成のための基準については、「第4章 眺望景観保全・形成のため
の基準」を参照してください。

その他、地区ごとの届出対象行為や形態意匠の基準等については、景観計画第7章を参照してください。　

第1章  景観形成ガイドライン（原爆ドームを望む南北軸の眺望景観）について 

1 目的と位置付け 

2 使い方



平和大通り

視点場
（平和記念資料館本館下）

原爆ドーム

平和大通り

視点場
（平和記念資料館本館下）

原爆ドーム

原爆死没者慰霊碑原爆死没者慰霊碑

南北軸南北軸
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本市では、昭和56年3月に「広島市都市美計画」を策定し、良好な景観形成に向けた施策展開を早くから進
め、平和記念公園及びその周辺の区域については、平成7年9月の原爆ドームの世界遺産への推薦に当たり、「原
爆ドーム及び平和記念公園周辺建築物等美観形成要綱」（以下「美観形成要綱」という。）を策定するなど、世界
遺産の周辺にふさわしい景観の形成に取り組んできました。

平成18年3月に策定した「平和記念施設保存・整備方針」の中で、「平和記念公園から見た原爆ドームの背景
について、世界遺産にふさわしい景観を誘導する」ことを平和記念公園周辺の民有地を含む空間整備の基本方針
と定め、同年11月、美観形成要綱を改正し、これまでの形態意匠に加えて建築物等の高さ制限を設けました。

平成24年2月以降は、様々なテーマで景観シンポジウムを開催し、建物の形態や意匠、高さなどが調和し
たまちのあり様などについて、市民・事業者・行政による議論を進め、平成26年7月には、景観形成の方針
や形態・色彩の具体的な基準を定めた「広島市景観計画」を策定し、原爆ドーム及び平和記念公園周辺地区につ
いては、景観計画重点地区として特に厳しい基準を定めています。さらに、同地区においては、その他にも、

「景観法に基づく届出等に係る取扱要綱」により建築物等の高さの基準も設け、良好な景観の形成に取り組んで
きました。

また、平成28年5月の米国大統領訪問などにより、平和記念公園から原爆ドームを望む眺望景観が全世界に
発信され、この眺望景観を大切にする必要性が国内外の多くの人に改めて認識されたものと考えています。

原爆ドームを含む平和記念公園は、核兵器廃絶と
世界恒久平和を祈念する場、被爆の惨禍を後世に伝
える場、平和を学び・考え・語り合う場、人々が集い、
憩う場としての役割を有しています。

この平和記念公園は、昭和24年の広島平和記念都
市建設法の策定に伴い、平和記念施設事業として記
念公園が整備されることとなり、競技設計の公募に
より入選した丹下健三氏らによる作品に基づき、昭
和29年に整備されました。当時の設計コンセプトの
柱として、平和記念資料館本館、原爆死没者慰霊碑
及び原爆ドームが東西に走る平和大通りに直交する
南北線上に配置されました。

この南北軸線上の眺望景観は、平成19年2月に平和
記念公園が国の名勝に指定された際、『平和大通りか
ら平和記念資料館のピロティと原爆死没者慰霊碑の
アーチを経て原爆ドームへと延びる中軸線上の通視
は、原爆死没者の慰霊と世界恒久平和への願いを確実
に表現するものであり、視覚と慰霊の行為を関係づ
けようとする丹下氏の優れた空間意匠及び構成が読
み取れる』ものとしてその価値が評価されています。

なお、南北軸線上の眺望景観においては、原爆ドー
ムを望む代表的なポイントとして、平和記念資料館
本館下を視点場とします。

第2章  眺望景観保全・形成の考え方

1 原爆ドーム及び平和記念公園周辺の景観誘導の経緯 

2 眺望景観保全・形成の背景（南北軸線上の眺望景観） 

視点場と南北軸
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原爆ドーム及び平和記念公園周辺における良好な景観形成に努めることは、平和に関する取組を推進すると
ともに、原爆ドーム及び平和記念公園の役割をより確かなものとし、平和のメッセージを全世界に発信してい
くための重要課題です。

中でも、視点場からの南北軸線上の眺望景観は、平和都市広島を象徴する景観として次世代に引き継ぐべき
大切な存在です。平和記念資料館本館下の視点場から原爆ドームを望んだ際に、原爆ドームの背景に建築物等
の景観を阻害するものが何も見えない姿を「目指すべき姿」とし、その実現に向けた景観づくりを進めます。

この「目指すべき姿」の実現に当たっては、建築物等の高さの最高限度の基準を設けるとともに、平和記念公
園内の植栽による背後の建築物等の遮蔽効果を考慮して、良好な景観の保全・形成を図ることとしています。

3 眺望景観保全・形成の目的（目指すべき姿の実現）

目指すべき姿
（南北軸線上の眺望景観の原爆ドームの背景として大切にすべき範囲内において、

建築物等が何も見えない姿。植栽により一部の建築物等を遮蔽したもの。）

原爆ドームの背景として大切にすべき範囲
（視点場を起点とし、南北軸線を中心とした 17 度の幅を原爆ドームの背景として大切にすべき範囲とします。）

阿武山

南北軸

▲

　 

　 
　 

 

④不動院周辺地区

※景観計画「第5章2」に示す景観計画重点地区の位置図に
原爆ドームの背景として大切にすべき範囲を示した図。
詳細エリアについては、景観計画「第6章5 高さの最高限度
の基準等」に示す図を参照して下さい。

500m

　 

　 
　 

 

⑥ 広島城・
　 中央公園地区

⑦ リバーフロント・
　 シーフロント地区

⑭一般区域

① 原爆ドーム及び
　 平和記念公園周辺地区
　 （Ａ～C地区）

5km

原爆ドームの背景として
大切にすべき範囲（17度）
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（1） 原爆ドーム北側眺望景観保全エリア（重複する景観計画重点地区と一般区域）　 　　　　　  　　　　　　　　　　　　
建築物や工作物の高さを制限する範囲を原爆ドーム北側眺望景観保全エリアとし、高さの最高限度の基準や

良好な景観の形成のための基準を設定します。 
同エリアは、景観計画重点地区である、「原爆ドーム及び平和記念公園周辺地区（A ～ C地区）」、「不動院周

辺地区」、「広島城・中央公園地区」、「リバーフロント・シーフロント地区」及び「一般区域」と重複しています。

4 眺望景観保全・形成の範囲 

原爆ドーム北側眺望景観保全エリア

※各景観計画重点地区の詳細な範囲は、景観計画第 7 章を参照してください。

　　　  原爆ドーム北側
眺望景観保全エリア
（第一エリア）
　視点場を起点とし、南北
軸を中心とした水平方向の
角度が3.1度以下かつ視点
場からの距離が5.2km以下
のエリア
　　　  原爆ドーム北側
眺望景観保全エリア
（第二エリア）
　視点場を起点とし、南北
軸を中心とした水平方向の
角度が3.1度を超え17度以
下のエリアのうち、視点場か
らの距離が、南北軸の東側
は4.5km以下、南北軸の西
側は4.0km以下のエリア
　　　  景観計画重点地区
　原爆ドーム北側眺望景観
保全エリアと重複する景観
計画重点地区
　　　  景観計画重点地区
（リバーフロント・シーフロン
ト地区）
　　　  一般区域
　景観計画重点地区を除
く、広島市全域

(平和記念資料館本館下)
視点場

原爆ドーム

基町高層アパート

祇園新橋

東区スポーツセンター

横川駅

 JR山陽本線

牛田山山腹

 城南通り

相生通り

平和大通り

 城北通り

 広島駅

 太田
川

南
北
軸

大芝水門

1.0㎞

2.0㎞

3.0㎞

4.0㎞ 4.5㎞

5.2㎞

原爆ドーム北側眺望景観
保全エリア（第二エリア）

不動院周辺地区

原爆ドーム北側眺望景観
保全エリア（第一エリア）

原爆ドーム及び
平和記念公園
周辺地区（A～C地区）

広島城・中央公園地区

リバーフロント・
シーフロント地区

一般区域
景観計画重点地区を
除く、広島市全域
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（2） 原爆ドームの背景となる阿武山（一般区域）   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原爆ドーム北側眺望景観保全エリアのさらに北に位置する阿武山（安佐南区八木町と安佐北区安佐町筒瀬に

またがる山）は、視点場から約12㎞に位置し、その山頂付近は、平和記念資料館本館下の視点場から原爆ドー
ムを望んだ際に、原爆ドームの背景となります。 

原爆ドームの背景となる阿武山では、原爆ドームの背景として視認できる、目指すべき姿に影響を及ぼす建
築物や工作物の建設、照明装置の設置が制限されます。

目指すべき姿

阿武山の位置図
※阿武山のうち、標高 230m を超える範囲（鳥越峠より南西の権現山の範囲を除く。）を、本基準における阿武山の範囲（眺望景観保全・

形成のための範囲）に設定しています。

●

● 

● JR可部駅

● JR梅林駅

1km

● 

JR中島駅

 JR上八木駅

阿武山

鳥越峠

権現山

▲

▲
▲

JR七軒茶屋駅

JRあき亀山駅
●

原爆ドームの背景として
大切にすべき範囲

南北軸

標高430mライン
本基準における阿武山の
範囲

原爆ドーム北側眺望景観
保全エリア（第一エリア）の
東西の境界を延長した線

阿武山
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景観計画重点地区と一般区域ごとに、届出対象行為の種類と規模を定めています。
原爆ドーム北側眺望景観保全エリア及び原爆ドームの背景となる阿武山においては、下線部のとおり、建設位

置が一定の条件を満たす建築物及び工作物１は、規模にかかわらず全て、景観法に基づく届出が必要となります。

第3章  届出制度について 

1 届出対象行為の概要 

 届出対象行為

地区区分

建築物の
建築等

工作物（限定列挙）の建設等 開発行為等
①工作物１

（第１種工作物）
煙突、電波塔、

ガスタンク
など

②工作物２
（第２種工作物）
携帯電話等基
地局アンテナ、
時間貸し駐車
場等、自動販
売機など

③工作物３
（第３種工作物）

橋りょう 開発行為
土石の採取、
土地の形質の

変更等

景
観
計
画
重
点
地
区

平和、歴史・文化関連地区
①原爆ドーム及び平和記念公園
　周辺地区（A～D地区）※1

②平和大通り沿道地区
③縮景園周辺地区
④不動院周辺地区※1

⑤広島東照宮・國前寺周辺地区

規模にかかわらず
全て

種類ごとに
規模等限定

−

− −
①(A～D)・
②・⑦・⑩・
⑫の地区

水と緑、にぎわい・おもてなし
関連地区
①原爆ドーム及び平和記念公園
　周辺地区（E地区）
⑥広島城・中央公園地区※1

⑦リバーフロント・シーフロント
　地区※1

⑨広島駅新幹線口地区
⑩広島駅南口地区
⑪広島市民球場周辺地区
⑫都心幹線道路沿道地区
⑬宇品みなと地区

以下のいずれかにあたるもの
○高さ13mを超えるもの
○幅員が10mを超える道路に係

る沿道の角地では、高さ7mを
超えるもの

○主な河川又は港湾に面する部
分では、高さ7mを超えるもの

○建築（築造）面積が1,000m2を
超えるもの

〇原爆ドーム北側眺望景観保全
エリアにおいて、建築物の屋
上部分等に設置する工作物で、
工作物の下端の標高が高さの
最高限度の基準※2に定める高
さから13m減じた高さを超え
るもの 

〇一般区域のうち原爆ドームの
背景となる阿武山において、
地盤面※3（建築物の屋上部分等
に設置する工作物にあっては
その下端）が標高430ｍを超え
るもの

− −

−

西風新都地区 （⑧）
面積５ha
以上の
もの

面積500m2

以上のもの
等

一般区域（上記以外） （⑭）※1 − − − −

※ 1　原爆ドーム北側眺望景観保全エリアと重複する部分においては、P8 に示す「高さの最高限度の基準」に適合する必要があります。
※ 2　高さの最高限度の基準は、景観計画第 6 章 5（1）イで定めています。簡易的な最高限度の求め方は、P8 高さの最高限度の基準を参

照してください。
※ 3　建築基準法施行令第 2 条第 2 項に規定する地盤面を準用します。
注 1：特定届出対象行為（景観法第 17 条第 1 項） 

　本市においては、上表の建築物の建築等及び工作物の建設等が特定届出対象行為となります。特定届出対象行為は、形態や色彩等
の基準に適合しない計画等について「変更命令」の対象になる行為を示します。 

注 2：国の機関または地方公共団体が行う行為についての扱い
　国の機関又は地方公共団体が上表の届出を要する行為をしようとするときは、景観法第 16 条第 1 項の届出に代わり、同条第 5 項
に基づく通知が必要となります。国等が行う行為で他法令の許可の適用除外となるものであっても、景観への影響は他のものと変わ
らないため、民間の建築物等と同様に扱います。 

注 3：景観重要公共施設内の建築物等の扱い
　景観重要公共施設内で都市公園施設とされている建築物や工作物については、国の機関又は地方公共団体による通知は不要です。
ただし、平和記念公園、中央公園、広島広域公園内の建築物や工作物については、都市公園施設であっても通知が必要です。  
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（1） 原爆ドーム北側眺望景観保全エリア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工作物1の下端の標高が、高さの最高限度の基準から13ｍ下の高さを超えるものは、工作物の高さが13ｍ以

下であっても、原爆ドームの背景として見えてくる可能性があることから、規模にかかわらず届出対象となりま
す。

（2） 原爆ドームの背景となる阿武山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建築物の地盤面の高さ、及び工作物１の下端の高さが、標高 430ｍ※を超えるものは、高さが13ｍ以下で

あっても、規模にかかわらず届出対象となります。
※建設地によらず届出対象となる建築物等の高さ（13m）を踏まえ、高さの基準線－13m の斜線と阿武山の地盤面が接する地点のうち、最

も低い地点（10m 未満切り捨て）である標高 430m を基準としています。 

2 対象エリアごとの解説  

高さ13ｍを超える
ものは、下端の標高に
よらず届出対象。 

下端の標高が、高さの最高
限度の基準－13ｍの高さ
を超えるものは、届出対象。 

←13ｍを超える

←13ｍ以下
13ｍ

▼下端の標高

▼下端の標高

▼東京湾平均海面（T.P.）

　高さの最高限度の基準 
▼－13ｍ

▼高さの最高限度の基準

←13ｍを超える

13ｍ以下
 ↓

13ｍ以下↓

▼地盤面の標高▼地盤面の標高
▼標高430m

地盤面の高さが標高430mを
超えるものは、届出対象。 

高さ13ｍを超えるものは、
地盤面の高さによらず届出対象。

▼標高230m

山の稜線の背後となり、視点場から見
えない場合でも、地盤面の高さが標高
430ｍを超えるものは届出対象。

高さ13ｍを超えるものは、
下端の高さによらず届出対象。 

13ｍ以下
 ↓
▼下端の標高▼地盤面の標高

▼標高430m

13ｍ以下
 ↓

下端の高さが標高430mを
超えるものは、届出対象。 

←13ｍを超える

▼標高230m

工作物１

工作物１

建築物
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原爆ドーム北側眺望景観保全エリア及び原爆ドームの背景となる阿武山の範囲における、「高さの最高限度
の基準」や「良好な景観の形成のための基準」を解説します。

第4章  眺望景観保全・形成のための基準 

原爆ドーム北側眺望景観保全エリアでは、視点場（平和記念資料館本館下）からの距離に応じて建築物及び工
作物の高さを制限します。

個々の地点における建築物及び工作物の各部分の高さ（標高による。）は、次の計算式により求めた高さの最
高限度以下とする必要があります。

（1） 高さの最高限度の計算式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（参考） ひろしま地図ナビによる高さの最高限度の調べ方（参考値）　
原爆ドーム北側眺望景観保全エリアの範囲及び、高さの最高限度（標高）については、広島市ホームページの「ひ

ろしま地図ナビ」（https://www2.wagmap.jp/hiroshimacity/Portal）により、参考値を調べることができます。 
同システム上で、「都市計画情報」をクリック→利用条件を確認の上「同意する」をクリック→ 住所等から計

画地の地図を表示→計画地をクリックすることでクリック地点の情報が表示されます。（以下の画面参照） 
なお、地盤面の高さについては、国土地理院のホームページにより、調べることができます。

1 高さの最高限度の基準 

原爆ドーム北側眺望景観保全エリア（第一エリア）
Ｈ1＝0.039390×Ｌ＋4.812 （ｍ）

原爆ドーム北側眺望景観保全エリア（第二エリア）
Ｈ2＝0.051192×Ｌ＋4.812 （ｍ）

・Ｈ：建築物及び工作物の各部分の高さの最高限度
・Ｌ：視点場から建築物及び工作物の各部分までの水平距離（ｍ）で、

次式により求めます。 
　L＝√{（ｘ＋178,364.302）2+（y-26,246.794）2}（ｍ）
　但し、ｘ、ｙは建築物及び工作物の各部分の座標とします。
・座標は、平面直角座標系に規定する平面直角座標系第3系によります。

※届出対象行為であって、計画建築物（工作物）の最高部の高さと、高さの最高限度の高さが僅差である場合は、詳細な算定を行ってください。

▼東京湾平均海面（T.P.）
▼地盤面

▲ 視点場（平和記念資料館本館下）

視点の
標高
4.812m

▲ 座標

H

L

原爆ドーム北側眺望景観保全エリア（第一エリア）内の座標：
（ｘ、ｙ）＝（－177516.0728、26514.7771）地点における、
高さの最高限度の基準 

L＝√{（ｘ＋178，364.302）2＋（ｙ-26，246.794）2}＝889.5547862（ｍ）
Ｈ＝0.039390×889.5547862＋4.812＝39.85156303（ｍ） 
高さの最高限度の基準（標高）は39.85156303（ｍ）  

1. 計画建築物（工作物）の最高部の位置をクリック

原爆ドーム北側眺望景観保全エリアであることを確認 

計画可能な建築物（工作物）の高さの最高限度（標高）を確認 

計算例
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（2） 視点場からの距離に応じた高さの最高限度（参考値）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.0㎞

4.0㎞

5.0㎞

6.0㎞

7.0㎞

4.5㎞

5.2㎞

（209.640ｍ）（201.762ｍ）

3.5㎞

2.5㎞

2.0㎞

1.5㎞

1.0㎞

0.5㎞

（182.067ｍ・235.176ｍ）（162.372ｍ・209.580ｍ）（142.677ｍ・183.984ｍ）（122.982ｍ・158.388ｍ）（103.287ｍ・132.792ｍ）（83.592ｍ・107.196ｍ）（63.897ｍ・81.600ｍ）
（44.202ｍ・56.004ｍ）（24.507ｍ・30.408ｍ）

 牛田山

 太田
川

 牛田緑地

 視点場

 南
北
軸

 原爆ドーム

 基町高層アパート

 ( 平和記念資料館本館下 )

 JR 山陽本線

 城南通り

 相生通り

 平和大通り

 大芝水門

 城北通り

 祇園新橋

東区
スポーツセンター

 安佐南区役所

 祇園イオンモール

高さの最高限度（標高）
原爆ドーム
北側眺望景観
保全エリア

（第一エリア）

原爆ドーム
北側眺望景観
保全エリア

（第二エリア）

0.5 ㎞

0.8 ㎞

 24.507m

 36.324m

 30.408m

 45.765m
0.7 ㎞  32.385m  40.646m
0.6 ㎞  28.446m  35.527m

0.9 ㎞

1.2 ㎞

 40.263m

 52.080m

 50.884m

 66.242m
1.1 ㎞  48.141m  61.123m
1.0 ㎞  44.202m  56.004m

1.3 ㎞

1.6 ㎞

 56.019m

 67.836m

 71.361m

 86.719m
1.5 ㎞  63.897m  81.600m
1.4 ㎞  59.958m  76.480m

1.7 ㎞

2.0 ㎞

 71.775m

 83.592m

 91.838m

107.196m
1.9 ㎞  79.653m 102.076m
1.8 ㎞  75.714m  96.957m

2.1 ㎞

2.4 ㎞

 87.531m

 99.348m

112.315m

127.672m
2.3 ㎞  95.409m 122.553m
2.2 ㎞  91.470m 117.434m

2.5 ㎞

2.8 ㎞

103.287m

115.104m

132.792m

148.149m
2.7 ㎞ 111.165m 143.030m
2.6 ㎞ 107.226m 137.911m

2.9 ㎞

3.2 ㎞

119.043m

130.860m

153.268m

168.626m
3.1 ㎞ 126.921m 163.507m
3.0 ㎞ 122.982m 158.388m

3.3 ㎞

3.6 ㎞

134.799m

146.616m

173.745m

189.103m
3.5 ㎞ 142.677m 183.984m
3.4 ㎞ 138.738m 178.864m

3.7 ㎞

4.0 ㎞

150.555m

162.372m

194.222m

209.580m
3.9 ㎞ 158.433m 204.460m
3.8 ㎞ 154.494m 199.341m

4.1 ㎞

4.4 ㎞

166.311m

178.128m

214.699m

230.056m
4.3 ㎞ 174.189m 224.937m
4.2 ㎞ 170.250m 219.818m

4.5 ㎞

4.8 ㎞

182.067m

193.884m

235.176m

―
4.7 ㎞ 189.945m ―
4.6 ㎞ 186.006m ―

4.9 ㎞ 197.823m ―

5.1 ㎞ 205.701m ―
5.0 ㎞ 201.762m ―

5.2 ㎞ 209.640m ―

200 400m0400
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（3） 高さの基準適用の具体例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ア 高さに含むもの

地盤に接している建築物や工作物に加え、建築物の新築と合わせて、屋上に塔屋や建築設備、工作物等を設
置する場合は、塔屋等を含む最高部の高さを、高さの最高限度の基準以下とする必要があります。 

ただし、八木式アンテナや避雷針等、線的要素のもので景観への影響が少ないものや、防災無線等の市長が
やむを得ないと認めるものについては、高さに含みません。
※対象となる建築物や工作物の詳細については、景観形成ガイドライン第３章を参考にしてください。 

携帯アンテナ 

高さ

▼T.P.

▼高さの最高限度の基準

高さ 高さ

パラボラ
アンテナ

▼T.P.

▼高さの最高限度の基準

GL GL

八木式
アンテナ

高さ 高さ 高さ

避雷針 防災無線

線的要素の
もの

市長が
やむを得ないと
認めるもの 

建築設備等塔屋

GL

高さ

▼T.P.

▼高さの最高限度の基準

高さ 高さ

GL

電波塔 柵

高さに含むものの例

高さに含まないものの例
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イ 高さの基準の適用除外

既存建築物と一体での増築

既存建築物と一体で増築する場合でも、別棟で
増築する扱いと同様に、既存建築物は適用除外と
なります。

同一敷地における別棟の増築

同一敷地において、別棟で増築する場合は新築
扱いとし、既存建築物は適用除外となります。

既存建築物の修繕模様替え

高さが増加しない修繕模様替えを行う既存建築物は、適用除外となります。

既存工作物と一体での増築 

高さが増加しない増築等を行う既存工作物は、適用除外となります。

物見塔物見塔携帯電話等
基地局アンテナ
携帯電話等
基地局アンテナ

増築
部分
増築
部分

高さが増加しない場合、高さの
最高限度の基準を適用しない。

▼高さの最高限度の基準
増築の例

▼T.P.▼GL

▼高さの最高限度の基準

高さが増加しない場合、
高さの最高限度の基準を
適用しない。

色彩の変更の例

▼T.P.

既存電波塔既存電波塔 色彩変更色彩変更

▼GL

最高部の高さを、高さの
最高限度の基準以下と
しなければならない。 

▼高さの最高限度の基準

▼T.P.

既存
建築物

増築
部分

▼GL

最高部の高さを、高さの
最高限度の基準以下と
しなければならない。 

▼高さの最高限度の基準

▼T.P.

既存
建築物

増築
部分

▼GL

既に高さの最高限度を超え
ている建築物の上に、柵を
設置する等、高さを増加さ
せる行為はできません。 

高さが増加しない
場合、高さの最高
限度の基準を適用
しない。

▼T.P.

▼高さの最高限度の基準
既存建築物 修繕模様替

修繕模様替

▼GL ▼GL ▼GL

色彩の変更 

建築物の修繕模様替えと同様の扱いとします。
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（1） 原爆ドームの背景となる阿武山における建設の制限　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原爆ドームの背景となる阿武山に建設する建築物及び工作物は、目指すべき姿に影響を及ぼすおそれのない

よう、基本的に各部分の高さを、高さの最高限度の基準以下とする必要があります。 
ただし、建築物等が樹木などで遮蔽されている場合や、建設場所が山の稜線の背後である等、建築物や工作

物が視点場から見えないと確認できるものについては、高さの最高限度の基準を超えて建設することが可能で
す。

2 良好な景観の形成のための基準 

建設できない例 

視点場から見えるもの
建築物や工作物の各部分の高さが、高さの最高限度の基準以上であり、視点場から見えるものは、建設でき

ません。

建設可能な例 

視点場から見えないもの・市長がやむを得ないと認めるもの
高さの最高限度の基準以上であっても、視点場から見えないと確認できるものは、建設可能です。
また、視点場から見えるものであっても、防災無線等の市長がやむを得ないと認めるものについては、建設

可能です。

▼高さの最
高限度の基

準

▲視点場

視点場から見えるため、
建設できません。

阿武山

▼標高 430m

▼標高 230m

▼高さの最
高限度の基

準

▲視点場

樹木によって遮蔽され、
視点場から見えないため、
建設可能。

防災無線等の市長がやむを得ないと
認めるものは、建設可能。 

山の稜線の背後となり、
視点場から見えないため
建設可能。

阿武山

▼標高 430m

▼標高 230m
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（2） 上空に向かって照射する照明装置の設置の制限　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原爆ドーム北側眺望景観保全エリア及び原爆ドームの背景となる阿武山において、建築物及び工作物の建設

等に付帯して設置する照明装置のうちレーザー光線やサーチライト等の光の量が多く、上空に向かって照射す
るようなものなどは、目指すべき姿に影響を及ぼすおそれがあることから、設置できません。 

ただし、市長が公益上または用途上やむを得ないと認めるものについては、設置することが可能です。

設置できない例 

目指すべき姿に影響を及ぼすおそれのあるもの
（例：上空に向かって照射するレーザー光線、サーチライト） 

設置可能な例 

目指すべき姿に影響を及ぼすおそれのないもの
（例：建築物、工作物、屋外広告物を照らす目的で設置され、上空に漏れる光の量が少ないもの）

市長がやむを得ないと認めるもの
（例： 航空障害灯等の市長が公益上又は用途上やむを得ないと認めるもの）

▼高さの最
高限度の基

準

▲視点場
原爆ドーム北側眺望景観保全エリア 

阿武山

設置できません

▼標高 430m

▼標高 230m

hiroshima

hiroshima

航空障害灯等の市長が
やむを得ないと認めるものは、
設置可能。

樹木によって遮蔽される
ものは、設置可能。

上空に漏れる光の量が
少ないものは、設置可能。

阿武山

▼高さの最
高限度の基

準

▲視点場
原爆ドーム北側眺望景観保全エリア 

▼標高 430m

▼標高 230m
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景観計画に定める高さの最高限度の基準の他に、都市計画法に基づく高度地区や、事前協議要綱における高
さの基準、広島市屋外広告物条例（以下「屋外広告物条例」という。）に基づく設置高さの基準を設定しています。 

また、原爆ドームの背景となる阿武山においては、屋外広告物条例により屋外広告物の設置を制限しています。 

第5章  その他の関係する規制について

（1） 都市計画法に定める高度地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
原爆ドーム北側眺望景観保全エリアから、用途地域の指定が無い範囲（河川区域）を除いたエリアを原爆ドー

ム北側眺望景観保全高度地区に設定し、高さの最高限度の基準を設けています。
建築基準法により、高度地区内においては、建築物の高さは、高度地区で定められた高さの最高限度の基準

に適合しなければなりません。

1 高さの規制 

視点場
座標値(Ｘ，Ｙ) ＝ 
(-178,364.302ｍ，26,246.794ｍ)

視点場を起点とし、南北軸を中心とした
水平方向の角度3.1度線

視点場を起点とし、南北軸を中心とした
水平方向の角度3.1度線

視点場を起点とし、南北軸を中心とした
水平方向の角度17度線

視点場を起点とし、南北軸を中心とした
水平方向の角度17度線

視点場からの距離5.2㎞視点場からの距離5.2㎞

視点場からの距離4.5㎞視点場からの距離4.5㎞
視点場からの距離4.0㎞視点場からの距離4.0㎞

河川界河川界

河川界河川界

河川
界

河川
界

河
川
界

河
川
界

河
川
界

河
川
界

河
川
界

河
川
界

河川
界

河川
界

河川
界

河川
界

河
川界
河
川界

河川界
河川界

河川
界

河川
界

原爆ドーム（視対象）の基準点
座標値(Ｘ，Ｙ) ＝ 
(-177,962.655ｍ，26,373.868ｍ)

南北軸
（視点場と原爆ドーム（視対象）の
基準点を結ぶ直線）

南北軸

原爆ドーム北側
眺望景観保全高度地区
（第一地区）

説　明
・視点場を起点とし、南北軸を中心とした水平方向の角
度が3.1度以下かつ視点場からの距離が5.2㎞以下の
区域

原爆ドーム北側
眺望景観保全高度地区
（第二地区）

・視点場を起点とし、南北軸を中心とした水平方向の角
度が3.1度を超え17度以下の区域のうち、南北軸の東
側は視点場からの距離が4.5km以下、南北軸の西側は
視点場からの距離が4.0km以下の区域

視点場
・座標値(注)（Ｘ，Ｙ）
＝（-178,364.302ｍ，26,246.794ｍ）
とする。

南北軸
・視点場と原爆ドーム（視対象）の基準点（座標値
(注)（Ｘ，Ｙ）＝（-177,962.655ｍ，26,373.868ｍ））
を結ぶ直線とする。

注：座標（Ｘ，Ｙ）は、平面直角座標系（平成１４年国土交通省告示第９号）に規定
する平面直角座標系第３系による。

１／１図面番号
図面内容
縮　　尺

広島圏都市計画（広島平和記念都市建設計画）
高度地区の決定（広島市決定）

区域図
１／１５，０００

原爆ドーム北側眺望景観保全高度地区(第一地区)
原爆ドーム北側眺望景観保全高度地区(第二地区)
視点場、原爆ドーム（視対象）の基準点
南北軸

凡　例

0 100 200 500m

Ｎ
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hiroshimaひ

46ｍ以下
（やむを得ないと
認められるときは
51ｍ）

（2） 事前協議要綱に定める高さの基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「景観法に基づく届出等に係る事前協議に関する取扱要綱」においても、世界遺産である原爆ドームの周辺の

景観保全を目的として、原爆ドームとの位置関係に基づき、それぞれの地区で高さの基準を定めています。 

（3） 屋外広告物条例に基づく設置高さの基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本市域内で屋外広告物を表示・設置する場合は、屋外広告物条例に基づく設置高さの基準に適合する必要が

あります。 
屋外広告物条例施行規則に定める許可基準では、景観計画に基づく景観計画重点地区において、広告物を掲

出できる高さの制限を地区ごとに設け、高層部への広告物の表示を制限し、遠景やスカイラインに配慮した広
告物となるよう誘導しています。 

また、屋上広告物を設置する場合は、以下の基準を満たす
必要があります。 

ａ

ａ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｃ

ｂ’

ｂ

【 a（高さの基準20m）】
　平和記念資料館本館、広島平和都市記念碑（原
爆死没者慰霊碑）及び原爆ドームは、平和記念公
園の中心軸として、南北一線上に配置されていま
す。
　この南北の軸線を見通す景観は、平和の象徴と
しての原爆ドームの存在感を確保する観点から特
に重要であり、南北軸の延長線上に位置する当該
地区については、建築物等の高さをできるだけ抑
えるものとします。
　具体的には、平和記念資料館本館下から原爆
ドームを見た場合、原爆ドームの円蓋部及びそれ
を支える躯体上部の階段室部分の背後に建築物
等が見えないようにし、そのための高さの基準は、
原爆ドームの梁の位置とほぼ同じ20ｍとします。

【 b、b’（高さの基準25m）】
　当該地区は、対岸や元安橋など多くの地点から
見た場合に、原爆ドームとバランスのとれた景観
形成が求められる地区です。このため、建築物等
の高さを原爆ドームの円蓋頂部の高さにそろえる
ことにし、その高さの基準は25ｍとします。

【 c（高さの基準37.5m）】
　b地区に隣接する当該地区については、原爆
ドームからの距離に応じ、段階的に高さを誘導し
ていく観点から、b地区の25ｍとd地区の50ｍの
中間値の37.5ｍとします。

【 d（高さの基準50m）】
　当該地区では、マンションや業務系ビル等が多
く立地しています。マンションについては、一般に
45ｍ程度で建設されることが多く、また、これまで
のこの地区における建築物等の高さの最高値は、
51.5ｍであることから、建築物等の高さの上限を
50ｍとします。

平和大通り

平和記念公園

aa

b’b’

bb

dd

dd

dd

cc

図面上の
地区の表示

次に掲げる高さを
超えないものとする。

20メートル

25メートル

37.5メートル

50メートル

aa

cc

dd

b,b’b,b’

高さの基準

原爆ドーム及び平和記念公園
周辺地区の対象エリア
A～E地区の区分
B地区及びC地区の範囲

地区区分

・建物の壁面から出ないこと。
・地表から広告塔又は平看板の上端までの高さが46ｍ以下（やむ

を得ないと認められるときは51m以下）かつ、当該広告塔又は
平看板自体の高さが当該建築物の高さと同等以下であること。

事前協議要綱別図第 1：原爆ドーム及び平和記念公園周辺地区
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屋外広告物条例第4条第13号に基づき、「阿武山のうち標高390ｍを超え、かつ、景観計画に定める原爆ドー
ムを望む南北軸線上の眺望景観の視点場から屋外広告物が展望できる地域」を屋外広告物の表示・設置を禁止
する地域（以下「禁止地域」という。）に指定することにより、目指すべき姿に影響を及ぼす屋外広告物の表示・
設置を制限しています。 

ただし、同条例第6条（ただし第5項を除く。）に掲げるもの（例：施設名の表示や立ち入り禁止の看板、休憩
所の案内板など）については、視点場から見えるものであっても、設置することが可能です。 

2 原爆ドームの背景となる阿武山における屋外広告物の規制  

0 0.25 0.50 1.00km
N

▲
阿武山　

標高390mを超え、視点場
から見えるため、表示・設置
できません。 

○：表示・設置可能な例 
（視点場から見えないもの、屋外広告物条例
第6条（ただし第5項を除く。）に掲げるもの）
×：表示・設置できない例
（視点場から見えるもの） 

▲視点場

▼標高 390m
禁止地域HIROSHIMA

○

╳

○

H
IR
O
S
H
IM
A

H
IR
O
S
H
IM
A

HIROSHIMA

╳ HIROSHIMA

╳

▼高さの
最高限度

の基準

山の稜線の背後となり、
視点場から見えないた
め、表示・設置可能。

樹木によって遮蔽され、視点場か
ら見えないため、表示・設置可能。 

具体的な判断例

阿武山の禁止地域

標高390ｍを
超える範囲

南北軸

原爆ドーム北側
眺望景観保全エリア
（第一エリア）の東西
の境界を延長した線
原爆ドームの背景
として大切にすべき
範囲

（このうち、視点場から
屋外広告が展望でき
る地域を「禁止地域」
とする。）
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手続の種類 行為・地区の区分 協議・届出（通知）先

事前協議
及び

景観法に基づく
届出・通知

建築物の建築等

景観計画重点地区

都市整備局
都市計画課都市デザイン係

工作物の建設等

開発行為等
（西風新都地区内の開発行為
等に限る）

都市整備局
西風新都整備部

高さ45mを超える建築物
又は工作物

一般区域

都市整備局
都市計画課都市デザイン係

高さ45m以下の建築物
又は工作物 各区役所建築課

事前協議

屋外広告物又は掲出物件

事前協議要綱に定める地区 都市整備局
都市計画課都市デザイン係

上記以外の地区において建築物
又は工作物に付帯等するもの

（※建築物又は工作物が景観法の
届出対象行為の場合）

景観法の届出対象行為の
協議・届出（通知）と併せて
提出

大切にすべき範囲の上空に
向かって照射するサーチライト
等の屋外照明設備の設置 事前協議要綱に定める地区 都市整備局

都市計画課都市デザイン係
その他景観に影響を及ぼす
おそれのある行為

景観法に基づく届出制度及び事前協議制度に係る手続の流れや提出書類についての詳細は、広島市景観形成
ガイドラインのP52 以降を確認してください。 

第6章  届出等の手続について 

1 手続の流れ等

添付図書については、景観形成ガイドラインP53 ～ 62を参照してください。なお、原爆ドーム北側眺望
景観保全エリア及び原爆ドームの背景となる阿武山における行為にあっては、以下の書類を追加で提出して
ください。

（1） 原爆ドーム北側眺望景観保全エリア 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
建築物及び工作物の最高部の高さが、高さの最高限度の基準以下であることが分かるものを提出してください。 

〔 例：高さの最高限度の基準を表示した「ひろしま地図ナビ」の写し等 〕 

（2） 原爆ドームの背景となる阿武山 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
建築物や工作物が視点場から視認できないことが確認できるものや、建築物及び工作物の最高部の高さが、

高さの最高限度の基準以下であることが分かるものを提出してください。

〔 例：視点場から見た完成予想図、最高部の標高及び座標が分かるもの等 〕 

2 手続窓口  

3 添付図書   
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広島市景観計画 検索

広島市景観計画の本編は、
広島市ホームページに掲載しています。
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